
Certain infectious and parasitic diseases
(A00-B99)

感染症及び寄生虫症(A00-B99) 感染症及び寄生虫症(A00-B99)

Use additional code (U80.- – U89.-), if
desired, to identify the antibiotic to which
a bacterial agent is resistant

細菌性病原体抵抗性の抗生物質を分類す
る必要がある場合には追加コード(U80.-
－U89.-)を使用する

注意書きの追
加

×

A02.2 † Localized salmonella infections A02.2†　 局所的サルモネラ感染症 A02.2†　 局所的サルモネラ感染症 剣印の削除 ○

Salmonella: サルモネラ： サルモネラ：

. arthritis † (M01.3*) ・関節炎†（M01.3*） ・関節炎 （M01.3*） 剣印の追加 ×

. meningitis † (G01*) ・髄膜炎† （G01*） ・髄膜炎 （G01*） 剣印の追加 ×

. osteomyelitis † (M90.2*) ・骨髄炎†（M90.2*） ・骨髄炎 （M90.2*） 剣印の追加 ×

. pneumonia † (J17.0*) ・肺炎†（J17.0*） ・肺炎 （J17.0*） 剣印の追加 ×

. renal tubulo-interstitial disease †
(N16.0*)

・腎尿細管間質性疾患†（N16.0*） ・腎尿細管間質性疾患 （N16.0*） 剣印の追加 ×

資料２

第Ⅰ章　感染症及び寄生虫症

I-001

I-002

注：WHO勧告文及び日本適用案の文中における、追加、変更等は、
下線により、又削除は取り消線によって示している。

疾病、傷害及び死因統計分類提要（２００３年版）　第２巻　内容例示（案）

告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

A04 Other bacterial intestinal infections A04　その他の細菌性腸管感染症 A04　その他の細菌性腸管感染症

Excludes : foodborne intoxications,
bacterial (A05.-)elsewhere classified

除外：細菌性（A05.)食中毒，他に分類さ
れるもの

除外：細菌性（A05.)食中毒 除外項目の削
除及び追加

○

tuberculous enteritis (A18.3) 結核性腸炎(A18.3) 結核性腸炎(A18.3)

A04.7 Enterocolitis due to Clostridium
difficile

A04.7 クロストリジウムディフィシレによ
る全腸炎

A04.7 クロストリジウムディフィシレによ
る全腸炎

Foodborne intoxication by Clostridium
difficile

クロストリジウム デイフィシレによる食
中毒

包含用語の追
加

×

Pseudomembranous colitis 偽膜性腸炎 包含用語の追
加

×

I-004 A05  Other bacterial foodborne
intoxications, not elsewhere classified

A05　その他の細菌性食中毒，他に分類され
ないもの

A05　その他の細菌性食中毒 項目名の修正 ○

A18.1 † Tuberculosis of genitourinary
system

A18.1†　 尿路性器系の結核 A18.1†　 尿路性器系の結核 剣印の削除 ○

Tuberculosis of: 結核： 結核：

.bladder † (N33.0*) ・膀胱†（N33.0*） ・膀胱 （N33.0*） 剣印の追加 ×

.cervix † (N74.0*) ・子宮頚（部）†（N74.0*） ・子宮頚（部） （N74.0*） 剣印の追加 ×

.kidney † (N29.1*) ・腎†（N29.1*） ・腎 （N29.1*） 剣印の追加 ×

.male genital organs † (N51.-*) ・男性性器†（N51.-*） ・男性性器 （N51.-*） 剣印の追加 ×

.ureter † (N29.1*) ・尿管†（N29.1*） ・尿管 （N29.1*） 剣印の追加 ×

I-005

I-003
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Tuberculous female pelvic inflammatory
disease † (N74.1*)

・結核性女性骨盤炎症性疾患†
（N74.1*）

・結核性女性骨盤炎症性疾患
（N74.1*）

剣印の追加 ×

A18.5 † Tuberculosis of eye A18.5†　 眼の結核 A18.5†　 眼の結核 剣印の削除 ○

Tuberculous: 結核性： 結核性：

.chorioretinitis † (H32.0*) ・脈絡網膜炎†（H32.0*） ・脈絡網膜炎 （H32.0*） 剣印の追加 ×

.episcleritis † (H19.0*) ・上強膜炎† （H19.0*） ・上強膜炎  （H19.0*） 剣印の追加 ×

.interstitial keratitis † (H19.2*) ・間質性角膜炎† （H19.2*） ・間質性角膜炎  （H19.2*） 剣印の追加 ×

.iridocyclitis † (H22.0*) ・拘毛様体炎† （22.0*） ・虹彩毛様体炎  （22.0*） 剣印の追加 ×

.keratoconjunctivitis (interstitial)
(phlyctenular) † (H19.2*)

角結膜炎（間質性）（フリクテン性）†
（H19.2*）

角結膜炎（間質性）（フリクテン性）
（H19.2*）

剣印の追加 ×

A18.6 † Tuberculosis of ear A18.6†　 耳の結核 A18.6†　 耳の結核 剣印の削除 ○

Tuberculous otitis media † (H67.0*) 結核性中耳炎 †（H67.0*） 結核性中耳炎  （H67.0*） 剣印の追加 ×

A18.8 † Tuberculosis of other specified
organs

A18.8†　 その他の特定臓器の結核 A18.8 　 その他の明示された臓器の結核 剣印の削除及
び参照項目の
変更

○

Tuberculosis of: 結核： 結核：

.endocardium † (I39.8*) ・心内膜 †（I39.8*） ・心内膜  （I39.8*） 剣印の追加 ×

.myocardium † (I41.0*) ・心筋† （I41.0*） ・心筋  （I41.0*） 剣印の追加 ×

.oesophagus † (K23.0*) ・食道† （K23.0*） ・食道  （K23.0*） 剣印の追加 ×

I-006

I-007

I-008
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

.pericardium † (I32.0*) ・心膜† （I32.0*） ・心膜  （I32.0*） 剣印の追加 ×

.thyroid gland † (E35.0*) ・甲状腺†  （E35.0*） ・甲状腺   （E35.0*） 剣印の追加 ×

Tuberculous cerebral arteritis † (I68.1*) ・結核性脳動脈炎† （I68.1*） ・結核性脳動脈炎  （I68.1*） 剣印の追加 ×

A54.2 † Gonococcal pelviperitonitis and
other gonococcal genitourinary infections

A54.2†　 淋菌性骨盤腹膜炎およびその他
の淋菌性尿路性器感染症

A54.2†　 淋菌性骨盤腹膜炎およびその他
の淋菌性尿路性器感染症

剣印の削除 ○

Gonococcal: 淋菌性： 淋菌性：

.epididymitis † (N51.1*) ・精巣上体＜副睾丸＞炎† （N51.1*） ・精巣上体＜副睾丸＞炎  （N51.1*） 剣印の追加 ×

.female pelvic inflammatory disease †
(N74.3*)

・女性骨盤炎症性疾患† （N74.3*） ・女性骨盤炎症性疾患  （N74.3*） 剣印の追加 ×

.orchitis † (N51.1*) ・精巣＜睾丸＞炎† （N51.1*） ・精巣＜睾丸＞炎  （N51.1*） 剣印の追加 ×

.prostatitis † (N51.0*) ・前立腺炎 †（N51.0*） ・前立腺炎  （N51.0*） 剣印の追加 ×

A56.1† Chlamydial infection of
pelviperitoneum and other genitourinary
organs

A56.1†　 骨盤腹膜およびその他の尿路性
器のクラミジア感染症

A56.1†　 骨盤腹膜およびその他の尿路性
器のクラミジア感染症

剣印の削除 ○

Chlamydial: クラミジア（性）： クラミジア（性）：

.epididymitis † (N51.1*) ・精巣上体＜副睾丸＞炎†（N51.1*） ・精巣上体＜副睾丸＞炎 （N51.1*） 剣印の追加 ×

.female pelvic inflammatory disease †
(N74.4*)

・女性骨盤炎症性疾患† （N74.4*） ・女性骨盤炎症性疾患 （N74.4*） 剣印の追加 ×

.orchitis † (N51.1*) ・精巣＜睾丸＞炎† （N51.1*） ・精巣＜睾丸＞炎 （N51.1*） 剣印の追加 ×

I-009

I-010
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

I-011 A81　Atypical virus infections of central
nervous system

A81　中枢神経系の異型性ウイルス感染症 A81　中枢神経系のスローウイルス感染症 項目名の修正 ○

Includes:  prion diseases of the central
nervous system

包含：中枢神経系のプリオン病 包含項目の追
加

×

A81.8  Other atypical virus infections of
central nervous system

A81.8　中枢神経系のその他の異型性ウイル
ス感染症

A81.8　中枢神経系のその他のスローウイ
ルス感染症

項目名の修正 ○

A81.9  Atypical virus infection of central
nervous system, unspecified

A81.9　中枢神経系の異型性ウイルス感染
症、詳細不明

A81.9　中枢神経系のスローウイルス感染
症、詳細不明

項目名の修正 ○

Prion disease of central nervous system
NOS

中枢神経系のプリオン病　NOS 包含項目の追
加

×

Slow virus infection NOS スローウイルス感染症　NOS スローウイルス感染症　NOS 包含項目の削
除

×

A98.5 Haemorrhagic fever with renal
syndrome

A98.5 腎症候性出血熱<HFRS> A98.5 腎症候性出血熱<HFRS>

Hantavirus disease with renal
manifestations

腎症候性を伴うハンター<Hanta>ウイルス
病

包含項目の追
加

×

Excludes:  hantavirus (cardio)-pulmonary
syndrome (B33.4† J17.1*)

除外：ハンター<Hanta>ウイルス（心）－
肺症候群(B33.4† J17.1*)

除外項目の追
加

×

B00.5† Herpesviral ocular disease B00.5†ヘルペスウイルス（性）眼疾患 B00.5†ヘルペスウイルス（性）眼疾患 剣印の削除 ○

Herpesviral: ヘルペスウイルス（性）： ヘルペスウイルス（性）：

.conjunctivitis † (H13.1*) ・結膜炎† （H13.1*） ・結膜炎  （H13.1*） 剣印の追加 ×

.dermatitis of eyelid † (H03.1*) ・眼瞼皮膚炎† （H03.1*） ・眼瞼皮膚炎  （H03.1*） 剣印の追加 ×

I-012

I-013
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

.iridocyclitis † (H22.0*) ・虹彩毛様体炎† （H22.0*） ・虹彩毛様体炎  （H22.0*） 剣印の追加 ×

.iritis † (H22.0*) ・虹彩炎† （H22.0*） ・虹彩炎  （H22.0*） 剣印の追加 ×

.keratitis † (H19.1*) ・角膜炎† （H19.1*） ・角膜炎  （H19.1*） 剣印の追加 ×

.keratconjunctivitis † (H19.1*) ・角結膜炎† （H19.1*） ・角結膜炎  （H19.1*） 剣印の追加 ×

.uveitis, anterior † (H22.0*) ・前部ぶどう膜炎† （H22.0*） ・前部ぶどう膜炎  （H22.0*） 剣印の追加 ×

B02.3†  Zoster ocular disease B02.3†　 帯状疱疹（性）眼疾患 B02.3†　 帯状疱疹（性）眼疾患 剣印の削除 ○

Zoster: 帯状疱疹（性）： 帯状疱疹（性）：

.blepharitis † (H03.1*) ・眼瞼炎† （H03.1*） ・眼瞼炎  （H03.1*） 剣印の追加 ×

.conjunctivitis † (H13.1*) ・結膜炎† （H13.1*） ・結膜炎  （H13.1*） 剣印の追加 ×

.iridocyclitis † (H22.0*) ・虹彩毛様体炎† （H22.0*） ・虹彩毛様体炎  （H22.0*） 剣印の追加 ×

.iritis † (H22.0*) ・虹彩炎† （H22.0*） ・虹彩炎  （H22.0*） 剣印の追加 ×

.keratitis † (H19.2*) ・角膜炎† （H19.2*） ・角膜炎  （H19.2*） 剣印の追加 ×

.keratoconjunctivitis † (H19.2*) ・角結膜炎† （H19.2*） ・角結膜炎  （H19.2*） 剣印の追加 ×

.scleritis † (H19.0*) ・強膜炎† （H19.0*） ・強膜炎  （H19.0*） 剣印の追加 ×

Human immunodeficiency virus [HIV]
disease (B20-B24)

ヒト免疫不全ウイルス[HIV]病(B20-B24) ヒト免疫不全ウイルス[HIV]病(B20-B24)

I014

I-015
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Note : The fourth-character subcategories
of B20-B23 are provided for optional use
where it is not possible or not desired to
use multiple coding to identify the specific
conditions.

注：B20-B23の４桁細分類項目は、特定の
病態を分類するための複合コーディング
が不可能または不必要な場合に、必要に
応じて選択できるように設けられたもの
である。

注：B20-B23の４桁細分類項目は、特定
の病態を分類するための複合コーディン
グが不可能または不必要な場合に、必要
に応じて選択できるように設けられたも
のである。

注意書きの削
除

×

B33 Other viral diseases, not elsewhere
classified

B33 その他のウイルス疾患，他に分類され
ないもの

B33 その他のウイルス疾患，他に分類され
ないもの

B33.4† Hantavirus (cardio)-pulmonary
syndrome [HPS] [HCPS] (J17.1*)

B33.4†ハンター<Hanta>ウイルス（心）－
肺症候群[HPS][HCPS](J17.1*)

新規４桁コー
ド及び項目の
追加

○

Hantavirus disease with pulmonary
manifestations Sin Nombre virus disease

肺症状を伴う名無し＜シンノンブレ＞＜
Sin Nombre＞ウイルス疾患

包含項目の追
加

×

Use additional code (N17.9) , if desired, to
identify any renal failure associated with
HPS caused by the Andes, Bayou and
Black Creek Canal hantavirus aetiologies.

アンデス＜Andes＞、ベイヨ＜Bayou＞と
ブラック・クリーク・キャナル＜Black
Creek Canal＞ハンターウイルスに起因し
てハンターウイルス（心）肺症候群を引
き起こした腎不全を特定したい場合は、
追加コード（N17.9）を使用してもよい。

包含項目の追
加

×

Excludes:  haemorrhagic fever with renal
manifestations (A98.5† N08.0*)

除外：腎症候性を伴うハンター<Hanta>ウ
イルス病 (A98.5† N08.0*)

除外項目の追
加

×

I-016
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

B37.4 † Candidiasis of other urogenital
sites

B37.4†　 その他の尿路性器のカンジダ症 B37.4†　 その他の尿路性器のカンジダ症 剣印の削除 ○

Candidal: カンジダ症　： カンジダ症　：

.balanitis † (N51.2*) ・亀頭炎† (N51.2*) ・亀頭炎  (N51.2*) 剣印の追加 ×

.urethritis † (N37.0*) ・尿道炎† (N37.0*) ・尿道炎  (N37.0*) 剣印の追加 ×

B57.2 † Chagas disease (chronic) with
heart involvement (I41.2*, I98.1*)

B57.2†　シャガス＜Chagas＞病（慢
性）、心障害を伴うもの
（I41.2*,I98.1*）

B57.2†　シャガス＜Chagas＞病（慢
性）、心障害を伴うもの
（I41.2*,I98.1*）

剣印及び参照
コードの削除

○

Chagas’ disease (chronic) (with): シャガス病（慢性）（下記を伴うも
の）　：

シャガス病（慢性）（下記を伴うも
の）　：

.NOS ・NOS ・NOS

.cardiovascular involvement NEC †
(I98.1*)

・心血管障害　NEC† （I98.1*） ・心血管障害　NEC  （I98.1*） 剣印の追加 ×

.myocarditis † (I41.2*) ・心筋炎† （I41.2*） ・心筋炎  （I41.2*） 剣印の追加 ×

I-019 B59†  Pneumocystosis (J17.3*) B59†　ニューモシスチス症（J17.3*） B59 　ニューモシスチス症 剣印及び参照
コードの追加

○

B60  Other protozoal diseases, not
elsewhere classified

B60 その他の原虫疾患、他に分類されない
もの

B60 その他の原虫疾患、他に分類されな
いもの

Excludes :  intestinal microsporidiosis
(A07.8)

除外：腸微胞子虫症（A07.8） 除外項目及び
参照コードの
追加

×

I-018

I-020

I-017
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

C71.0 Cerebrum, except lobes and
ventricles

C71.0 脳葉及び脳室を除く大脳 C71.0 脳葉及び脳室を除く大脳

Corpus callosum 脳梁 脳梁 包含項目の削
除

×

C78.2 Secondary malignant neoplasm of
pleura

C78.2 胸膜の続発性悪性新生物 C78.2 胸膜の続発性悪性新生物

Malignant pleural effusion NOS 悪性胸水 NOS 包含項目の追
加

×

D56.1 Beta thalassaemia D56.1 ベータサラセミア＜地中海貧血＞ D56.1 ベータサラセミア＜地中海貧血＞

Sickle-cell beta thalassaemia 鎌状赤血球ベータサラセミア＜地球会貧
血＞

鎌状赤血球ベータサラセミア＜地球会貧
血＞

包含項目の削
除

×

D57  Sickle-cell disorders D57 鎌状赤血球障害 D57 鎌状赤血球障害

Excludes :  sickle-cell beta thalassaemia
(D56.1-)

除外： 鎌状赤血球ベータサラセミア＜地
中海貧血＞(D56.1)

除外：鎌状赤血球ベータサラセミア＜地
中海貧血＞(D56.1)

除外項目の削
除

×

D57.2  Double heterozygous sickling
disorders

D57.2 重複ヘテロ複合型鎌状化障害 D57.2 重複ヘテロ複合型鎌状化障害

Disease: 疾患：

II-002

第Ⅲ章　血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害

III-001

第Ⅱ章　新生物

II-001
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

. sickle-cell thalassaemia ・鎌状赤血球サラセミア＜地中海貧血
＞

包含項目の追
加

×

D68.3  Haemorrhagic disorder due to
circulating anticoagulants

D68.3 循環抗凝固物質による出血性障害 D68.3 循環抗凝固物質による出血性障害

Haemorrhage during long term use of
anticoagulants

抗凝固物質の長期使用中における出血 包含項目の追
加

×

Use additional external cause code
(Chapter XX), if desired, to identify any
administered anticoagulant.

投与された抗凝固物質の分類が必要な
場合は、追加外因コード（XX章）を使
用する。

投与された抗凝固物質の分類が必要な
場合は、追加外因コード（XX章）を使
用する。

Excludes: long term use of
anticoagulants without haemorrhage
(Z92.1)

除外：出血を伴わない抗凝固物質の長
期使用（Z92.1）

除外項目及び
参照コードの
追加

×

E16.4  Abnormal secretion of gastrin E16.4　ガストリンの異常分泌 新規４桁コー
ド及びに項目
の追加

○

Hypergastrinaemia 高ガストリン血症 包含項目の追
加

×

Zollinger-Ellison syndrome ゾリンジャー・エリソン＜Zollinger-
Ellison＞症候群

包含項目の追
加

×

第Ⅳ章　内分泌、栄養及び代謝疾患

IV-001

III-002
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

E16.8 Other specified disorders of
pancreatic internal secretion

E16.8　その他の明示された膵内分泌障害 E16.8　その他の明示された膵内分泌障害

Hypergastrinaemia 高ガストリン血症 高ガストリン血症 包含項目の削
除

×

Zollinger-Ellison syndrome ゾリンジャー・エリソン＜Zollinger-
Ellison＞症候群

ゾリンジャー・エリソン＜Zollinger-
Ellison＞症候群

包含項目の削
除

×

E84.1  Cystic fibrosis with intestinal
manifestations

E84.1 腸の症状発現を伴うのう＜嚢＞胞性
線維症

E84.1 腸の症状発現を伴うのう＜嚢＞胞
性線維症

Meconium ileus † (P75*) 胎便＜メコニウム＞イレウス†
（P75*）

胎便＜メコニウム＞イレウス†
（P75*）

Excludes:   meconium obstruction in
cases where cystic fibrosis is known not
to be present (P76.0

除外：のう胞性線維症が存在しないこ
とが明らかな場合の胎便閉塞（P76.0）

除外項目及び
参照コードの
追加

×

F02.8*  Dementia in other specified
diseases classified elsewhere

F02.8* 他に分類されるその他の明示され
た疾患の痴呆

Dementia in: 痴呆（下記における）

. hypothyroidism, acquired (E01.-†,
E03.-†)

・甲状腺機能低下症、後天性（E01.-
†、E03.-†　）

・甲状腺機能低下症、後天性（E01.-
†、E03.0†、E03.2†、E03.9†)

参照コードの
修正

×

F06.3  Organic mood [affective] disorders F06.3　器質性気分[感情]障害 F06.3　器質性気分[感情]障害

V-001

V-002

IV-002

第Ⅴ章　精神及び行動の障害
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Disorders characterized by a change in
mood or affect, … hypomanic, manic or
bipolar (see F30-F38), but arising as a
consequence of an organic disorder

この障害の特徴は気分または感情の変
化であり、通常は活動性の全体的水準
の変化を伴っており、抑うつ性、…双
極性（F30-F38を参照）であるが、器質
性障害の結果として生じたものであ
る。

この障害の特徴は気分または感情の変
化であり、通常は活動性の全体的水準
の変化を伴っており、抑うつ性、…双
極性（F30-F32を参照）であるが、器
質性障害の結果として生じたものであ
る。

参照コードの
範囲の修正

×

.0  Acute intoxication .0  急性中毒 .0  急性中毒

Excludes:   intoxication meaning
poisoning (T36-T50)

除外：薬物による中毒 (T36-T50) 除外項目及び
参照コードの
追加

×

F31  Bipolar affective disorder F31  双極性感情障害 F31  双極性感情障害

A disorder characterized by two or more
episodes in …Repeated episodes of
hypomania or mania only are classified
as bipolar (F31.8)

この障害の特徴は、患者の気分と活動
性水準が著明に障害されるような２回
以上のエピソードが…軽躁病または躁
病のエピソードだけを反復している患
者はその他の双極性感情障害（F31.8）
として分類するべきである。

この障害の特徴は、患者の気分と活動
性水準が著明に障害されるような２回
以上のエピソードが…軽躁病または躁
病のエピソードだけを反復している患
者はその他の双極性感情障害
（F31.8）として分類するべきであ
る。

参照コードの
削除

×

F31.8 Other bipolar affective disorders F31.8　その他の双極性感情障害 F31.8　その他の双極性感情障害

Recurrent manic episodes NOS 反復性躁病エピソード　NOS 反復性躁病エピソード 包含項目の修
正

×

F45.0  Somatization disorder F45.0　身体化障害 F45.0　身体化障害

Briquet’s disorder ブリッケ障害 包含項目の追
加

×

V-005

V-006

V-003

V-004
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

F48.8 Other specified neurotic disorders F48.8　その他の明示された神経症性障害 F48.8　その他の明示された神経症性障害

           Briquet’s disorder ブリッケ障害 ブリッケ障害 包含項目の削
除

×

G80 Infantile Cerebral palsy G80 脳性麻痺 G80 脳性麻痺

Includes:     Little’s disease 包含：リットル＜Little＞病 包含：リットル＜Little＞病 包含項目の削
除

×

G80.0 Spastic quadriplegic cerebral palsy G80.0 けい＜痙＞性四肢麻痺性脳性麻痺 G80.0 けい＜痙＞性脳性麻痺 項目名の修正 ○

Spastic tetraplegic cerebral palsy けい＜痙＞性四肢麻痺性脳性麻痺 包含項目の追
加

×

G80.1 Spastic diplegic cerebral palsy G80.1 けい＜痙＞性両（側）麻痺性脳性麻
痺

G80.1 けい＜痙＞性両（側）麻痺 項目名の修正 ○

Spastic cerebral palsy NOS けい＜痙＞性脳性麻痺，NOS 包含項目の追
加

×

G80.2 Infantile hemiplegia Spastic
hemiplegic cerebral palsy

G80.2 小児片麻痺　けい＜痙＞性脳性片麻
痺

G80.2 小児片麻痺 項目名の修正 ○

G80.3 Dyskinetic cerebral palsy G80.3 ジスキネジー性脳性麻痺 G80.3 ジスキネジー性脳性麻痺

Dystonic cerebral palsy ジストニー型脳性麻痺 包含項目の追
加

×

G81  Hemiplegia G81 片麻痺 G81 片麻痺

Excludes:  congenital and infantile
cerebral palsy (G80.-)

除外：先天性および小児の脳性麻痺
(G80.-)

除外：先天性および小児の脳性麻痺
(G80.-)

除外項目の修
正

×

第Ⅵ章　神経系の疾患

VI-002

VI-001
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

G82  Paraplegia and tetraplegia G82 対麻痺及び四肢麻痺 G82 対麻痺及び四肢麻痺

Excludes:  congenital and infantile
cerebral palsy (G80.-)

除外：先天性および小児の脳性麻痺
(G80.-)

除外：先天性および小児の脳性麻痺
(G80.-)

除外項目の修
正

×

VI-003 G90.4 Autonomic dysreflexia G90.4 自立神経の異常反射 新規４桁コー
ド及び項目の
追加

○

H50.2 Vertical strabismus H50.2　上下斜視 H50.2　上下斜視

Hypertropia 上斜視 包含項目の追
加

×

Hypotropia 下斜視 包含項目の追
加

×

H50.4 Other and unspecified heterotropia H50.4　その他および詳細不明の上下斜視 H50.4　その他および詳細不明の上下斜視

Hypertropia 上斜視 上斜視 包含項目の削
除

×

Hypotropia 下斜視 下斜視 包含項目の削
除

×

VIII-001 H65 Non suppurative otitis media H65 非化膿性中耳炎 H65 非化膿性中耳炎

Includes :   with myringitis 包含：鼓膜炎を伴うもの 包含：鼓膜炎を伴うもの

第Ⅶ章　目及び付属器の疾患

VII-001

第Ⅷ章　耳及び乳様突起の疾患
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Use additional code to identify presence of
perforated tympanic membrane (H72.-)

鼓膜穿孔がある場合の分類は追加コード
を使用する(H72.-)

包含項目の追
加

○

H66 Suppurative and unspecified otitis
media

H66 化膿性及び詳細不明の中耳炎 H66 化膿性及び詳細不明の中耳炎

Includes :   with myringitis 包含：鼓膜炎を伴うもの 包含：鼓膜炎を伴うもの

Use additional code to identify presence of
perforated tympanic membrane (H72.-)

鼓膜穿孔がある場合の分類は追加コード
を使用する(H72.-)

包含項目の追
加

○

I07    Rheumatic tricuspid valve diseases I07 リウマチ性三尖弁疾患 I07 リウマチ性三尖弁疾患

Includes :    whether specified as
rheumatic or of unspecified origin not

包含：リウマチ性の記載の有無にかかわ
らないまたは原因の詳細不明のもの

包含：リウマチ性の記載の有無にかかわ
らない

包含項目の修
正

×

Excludes :   when specified as
nonrheumatic (I36.-)

除外：非リウマチ性と明示されたもの
（I36.-)

除外：非リウマチ性と明示されたもの
（I36.-)

I08    Multiple valve diseases I08 連合弁膜症 I08 連合弁膜症

Includes :  whether specified as rheumatic
or of unspecified origin not

包含：リウマチ性の記載の有無にかかわ
らないまたは原因の詳細不明のもの

包含：リウマチ性の記載の有無にかかわ
らない

包含項目の修
正

×

Excludes : endocarditis, valve unspecified
(I38)

除外：心内膜のリウマチ性疾患，弁膜不
詳(I09.1)

除外：心内膜のリウマチ性疾患，弁膜不
詳(I09.1)

rheumatic diseases of endocardium,
valve unspecified (I09.1)

心内膜炎，弁膜不詳(I38) 心内膜炎，弁膜不詳(I38)

IX-001

第Ⅸ章　循環器系の疾患
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

multiple valve diseases of specified
origin other than rheumatic heart disease
(use appropriate codes in I34-I38, Q22-
Q23 and Q24.8)

リウマチ性心疾患以外の明示された原
因を持つ連合弁膜症（I34-I38，Q22-
Q23，Q24.8にある適切なコードを使用
する）

除外項目の追
加

×

I08.0  Disorders of both mitral and aortic
valves

I08.0 僧帽弁および大動脈弁の合併障害 I08.0 僧帽弁および大動脈弁の合併障害

Involvement of both mitral and aortic
valves whether specified as rheumatic or
not of unspecified origin

僧帽弁および大動脈弁症の合併，リウマ
チ性または原因の詳細不明のもの

僧帽弁および大動脈弁症の合併，リウマ
チ性の記載の有無にかかわらない

包含項目の修
正

×

I27 Other pulmonary heart diseases I27   その他の肺性心疾患 I27   その他の肺性心疾患

I27.2  Other secondary pulmonary
hypertension

I27.2  その他の続発性肺高血圧（症） 新規４桁コー
ド及び項目の
追加

○

Use additional code, if desired, to
identify the underlying disease

基礎疾患の分類が必要な場合には追加
コードを使用する

包含項目の追
加

×

I34 Nonrheumatic mitral valve disorders I34 非リウマチ性僧帽弁障害 I34 非リウマチ性僧帽弁障害

Excludes : mitral (valve): 除外：僧帽弁： 除外：僧帽弁：

· disease (I05.9) ・狭窄（症）(I05.0) ・狭窄（症）(I05.0)

· failure (I05.8) ・不全（症）(I05.8) ・不全（症）(I05.8)

· stenosis (I05.0) ・疾患(I05.9) ・疾患(I05.9)

IX-002

IX-003
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

when of unspecified cause but with
mention of:

原因不明であるが下記のように記載され
たもの：

原因不明であるが下記のように記載され
たもの：

· diseases of aortic valve (I08.0) ・僧帽弁狭窄（症）または閉塞（症）
(I05.0)

・僧帽弁狭窄（症）または閉塞（症）
(I05.0)

· mitral stenosis or obstruction
(I05.0)

・大動脈弁の疾患(I08.0) ・大動脈弁の疾患(I08.0)

when specified as rheumatic (I05.-) リウマチ性と明示されたもの(I05.-) リウマチ性と明示されたもの(I05.-)

when specified as congenital (Q23.2,
Q23.3)

先天性と明示されたもの(Q23.2，Q23.3) 除外項目の追
加

×

I35 Nonrheumatic aortic valve disorders I35 非リウマチ性大動脈弁障害 I35 非リウマチ性大動脈弁障害

Excludes : hypertrophic subaortic stenosis
(I42.1)

除外：肥大性大動脈弁下狭窄（症）
(I42.1)

除外：肥大性大動脈弁下狭窄（症）
(I42.1)

when of unspecified cause but with
mention of diseases of mitral valve (I08.0)

原因不明であるが僧帽弁疾患の記載を伴
うもの(I08.0)

原因不明であるが僧帽弁疾患の記載を伴
うもの(I08.0)

when specified as rheumatic (I06.-) リウマチ性と明示されたもの(I06.-) リウマチ性と明示されたもの(I06.-)

when specified as congenital (Q23.0,
Q23.1)

先天性と明示されたもの(Q23.0，Q23.1) 除外項目の追
加

×

I36 Nonrheumatic tricuspid valve
disorders

I36 非リウマチ性三尖弁障害 I36 非リウマチ性三尖弁障害

Excludes : when of unspecified cause
(I07.-)

除外：リウマチ性と明示されたもの
(I07.-)

除外：リウマチ性と明示されたもの
(I07.-)
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

when specified as rheumatic (I07.-) 原因不明(I07.-) 原因不明(I07.-)

when specified as congenital (Q22.4,
Q22.8, Q22.9)

先天性と明示されたもの(Q22.4，Q22.8，
Q22.9)

除外項目の追
加

×

I37 Pulmonary valve disorders I37 肺動脈弁障害 I37 肺動脈弁障害

Excludes : when specified as rheumatic
(I09.8)

除外：リウマチ性と明示されたもの
(I09.8)

除外：リウマチ性と明示されたもの
(I09.8)

when specified as congenital (Q22.1,
Q22.2, Q22.3)

先天性と明示されたもの(Q22.1，Q22.2，
Q22.3)

除外項目の追
加

×

I38 Endocarditis, valve unspecified I38 心内膜炎，弁膜不詳 I38 心内膜炎，弁膜不詳

Endocarditis (chronic) NOS 心内膜炎（慢性）NOS 心内膜炎（慢性）NOS

Valvular: 弁膜（性）： 弁膜（性）：

.incompetence

.insufficiency     of　　　 　　　　NOS　or of

.regurgitation　 unspecified　　specified

.stenosis           valve 　        cause, except
　                                        rheumatic
 　　　　　　　　                        or congenital
Valvulitis
 (chronic)

・閉鎖不全（症）  詳細不明の弁膜NOS
・逆流（症）　　　または原因が明示
・狭窄（症）　　　されたもの，リウ
（心）弁膜炎      マチ性又は
（慢性）　　　　　先天性を除く

・閉鎖不全（症）  詳細不明の弁膜
　　　　　　　　　　　NOS
・逆流（症）　　　または原因が明示
・狭窄（症）　　　されたもの，リウ
（心）弁膜炎      マチ性を除く
（慢性）

包含項目の修
正

×

    Excludes :    endocardial fibroelastosis
(I42.4)

除外：リウマチ性と明示されたもの
(I09.1)

除外：リウマチ性と明示されたもの
(I09.1)

        when specified as rheumatic (I09.1) 心内膜繊維弾性症(I42.4) 心内膜繊維弾性症(I42.4)
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

when specified as congenital (I42.4) 先天性と明示されたもの(I42.4) 除外項目の追
加

×

I42.0  Dilated cardiomyopathy I42.0  拡張型心筋症 I42.0  拡張型心筋症

Congestive cardiomyopathy うっ血型心筋症 包含項目の追
加

×

I42.5 Other restrictive cardiomyopathy I42.5  その他の拘束型心筋症 I42.5  その他の拘束型心筋症

Constrictive cardiomyopathy NOS 拘束型心筋症　NOS 包含項目の追
加

×

I47 Paroxysmal tachycardia I47 発作性頻拍（症） I47 発作性頻拍（症）

Excludes:    tachycardia: NOS (R00.0) 除外：頻脈＜拍＞ NOS(R00.0) 除外：頻脈＜拍＞ NOS(R00.0) 除外項目の修
正及び参照
コードの削除

×

. NOS (R00.0) ・NOS(R00.0) 除外項目の追
加

×

. sinoauricular NOS (R00.0) ・洞心耳性 NOS(R00.0) 除外項目の追
加

×

. sinus [sinusal] NOS (R00.0) ・洞［洞性］ NOS(R00.0) 除外項目の追
加

×

I49 Other cardiac arrhythmias I49 その他の不整脈 I49 その他の不整脈

Excludes:    bradycardia: NOS (R00.1) 除外：頻脈＜拍＞ NOS(R00.1) 除外：頻脈＜拍＞ NOS(R00.1) 除外項目の修
正及び参照
コードの削除

×

 . NOS (R00.1) ・NOS(R00.1) 除外項目の追
加

×

. sinoatrial (R00.1) ・洞房性(R00.1) 除外項目の追
加

×

IX-005

IX-004
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

. sinus  (R00.1) ・洞性(R00.1) 除外項目の追
加

×

. vagal (R00.1) ・迷走神経性(R00.1) 除外項目の修
正

×

X-001 J34.1 Cyst and mucocele of nose and nasal
sinus

J34.1　鼻または副鼻腔ののう＜嚢＞胞また
は粘液のう＜嚢＞胞＜腫＞

J34.1　副鼻腔ののう＜嚢＞胞または粘液
のう＜嚢＞胞＜腫＞

項目名の修正 ○

J38 Diseases of vocal cords and larynx, not
elsewhere classified

J38   声帯および咽頭の疾患、他に分類さ
れないもの

J38   声帯および咽頭の疾患、他に分類さ
れないもの

Excludes:   congenital laryngeal stridor
(Q31.4)

除外：先天性咽頭喘鳴（Q31.4） 除外：先天性咽頭喘鳴（Q31.4） 除外項目の削
除

×

stridor: (R06.1) 喘鳴：（R06.1） 喘鳴：（R06.1） 除外項目の参
照コードの削
除

×

. congenital laryngeal NOS (P28.8) ・先天性咽頭 NOS（P28.8） 除外項目の追
加

×

. NOS (R06.1) ・NOS（R06.1） 除外項目の追
加

×

J44.8Other specified chronic obstructive
pulmonary disease

J44.8 その他の明示された慢性閉塞性肺疾
患

J44.8 その他の明示された慢性閉塞性肺疾
患

Chronic bronchitis: 慢性気管支炎： 慢性気管支炎：

•         Asthmatic (obstructive) NOS ・喘息性（閉塞性）NOS ・喘息性（閉塞性）NOS

第Ⅹ章　呼吸器の疾患

X-002

X-003
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

•         Emphysematous NOS ・気腫性 NOS ・気腫性 NOS

•         Obstructive NOS ・閉塞性 NOS ・閉塞性 NOS

Excludes : with acute lower respiratory
infection (J44.0)

除外：急性下気道感染症を伴うもの
(J44.0)

除外項目の追
加

×

with acute exacerbation (J44.1) 急性憎悪を伴うもの(J44.1) 除外項目の追
加

×

J60 Coalworker’s pneumoconiosis J60 炭鉱夫じん＜塵＞肺（症） J60 炭鉱夫じん＜塵＞肺（症）

Anthracosilicosis 炭鉱夫肺（症） 炭鉱夫肺（症）

Anthracosis 炭（粉）珪肺（症） 炭（粉）珪肺（症）

Coalworker’s lung 炭粉沈着症 炭粉沈着症

Excludes : with tuberculosis in A15-A16 (J 除外：A15-A16における結核を伴うもの
(J65)

除外：結核を伴うもの(J65) 除外項目の修
正

×

J61 Pneumoconiosis due to asbestos and
other mineral fibres

J61 石綿＜アスベスト＞およぼその他の無
機質線維によるじん＜塵＞肺（症）

J61 石綿＜アスベスト＞およぼその他の無
機質線維によるじん＜塵＞肺（症）

Asbestosis 石綿＜アスベスト＞肺（症） 石綿＜アスベスト＞肺（症）

Excludes : pleural plaque with asbestosis
(J92.0)

除外：石綿＜アスベスト＞肺（症）を伴
う胸膜斑＜プラグ＞(J92.0)

除外：石綿＜アスベスト＞肺（症）を伴
う胸膜斑＜プラグ＞(J92.0)

with tuberculosis in A15-A16 (J65) A15-A16における結核を伴うもの(J65) 結核を伴うもの(J65) 除外項目の修
正

×

X-004
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

J62 Pneumoconiosis due to dust containing
silica

J62 珪酸を含む粉じん＜塵＞によるじん＜
塵＞肺（症）

J62 珪酸を含む粉じん＜塵＞によるじん＜
塵＞肺（症）

Includes : silicotic fibrosis (massive) of
lung

包含：珪酸性肺線維症（塊状） 包含：珪酸性肺線維症（塊状）

Excludes : pneumoconiosis with
tuberculosis in A15-A16 (J65)

除外：A15-A16における結核を伴うじん＜
塵＞肺（症）(J65)

除外：結核を伴うじん＜塵＞肺（症）
(J65)

除外項目の修
正

×

J63 Pneumoconiosis due to other inorganic
dusts

J63 その他の無機粉じん＜塵＞によるじん
＜塵＞肺（症）

J63 その他の無機粉じん＜塵＞によるじん
＜塵＞肺（症）

Excludes : with tuberculosis in A15-A16
(J65)

除外：A15-A16における結核を伴うもの
(J65)

除外：結核を伴うもの(J65) 除外項目の修
正

×

J64 Unspecified pneumoconiosis J64 詳細不明のじん＜塵＞肺（症） J64 詳細不明のじん＜塵＞肺（症）

Excludes : with tuberculosis in A15-A16
(J65)

除外：A15-A16における結核を伴うもの
(J65)

除外：結核を伴うもの(J65) 除外項目の修
正

×

K29  Gastritis and duodenitis K29　胃炎および十二支腸炎 K29　胃炎および十二支腸炎

Excludes : Zollinger-Ellison syndrome
(E16.4)

除外：ゾリンジャー・エリソン症候群
（E16.4）

除外：ゾリンジャー・エリソン症候群
（E16.8）

参照コードの
修正

×

K31.7  Polyp of stomach and duodenum K31.7　胃および十二指腸のポリープ ４桁コード並
びに項目の追
加

○

第ⅩⅠ章　消化器系の疾患

XI-001

XI-002
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Excludes :  adenomatous polyp of
stomach (D13.1)

除外：胃のアデノーマ性ポリープ
（D13.1）

除外項目及び
参照コードの
追加

×

K35  Acute appendicitis K35  急性虫垂炎 K35  急性虫垂炎

K35.0  Acute appendicitis with generalized
peritonitis

K35.0  汎発性腹膜炎を伴う急性虫垂炎 K35.0  汎発性腹膜炎を伴う急性虫垂炎

Appendicitis (acute) with: 下記を伴う虫垂炎（急性）： 下記を伴う虫垂炎（急性）：

.perforation ・穿孔 ・穿孔

.peritonitis (generalized) (localized)
following rupture or perforation

・腹膜炎（汎発性）（局所性）：破
裂または穿孔後に起こるもの

・腹膜炎（汎発性） 包含項目の修
正

○

.rupture ・破裂 ・破裂

K35.9  Acute appendicitis, unspecified K35.9  急性虫垂炎、詳細不明 K35.9  急性虫垂炎、詳細不明

Acute appendicitis with peritonitis,
localized or NOS

腹膜炎（局所性またはNOS）を伴う急性
虫垂炎

包含項目の追
加

×

Acute appendicitis without: 下記を伴わない急性虫垂炎： 下記を伴わない急性虫垂炎：

.generalized peritonitis ・汎発性腹膜炎 包含項目の追
加

×

.perforation ・穿孔 ・穿孔

.peritoneal abscess ・腹腔内膿瘍 ・腹腔内膿瘍

.peritonitis ・腹膜炎 包含項目の削
除

×

XI-003
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

.rupture ・破裂 ・破裂

K56 Paralytic ileus and intestinal
obstruction without hernia

K56 麻痺性イレウス腸閉塞，ヘルニアを伴
わないもの

K56 麻痺性イレウス腸閉塞，ヘルニアを伴
わないもの

Excludes:  neonatal intestinal obstructions
classifiable to P76.-

除外：P76.-に分類される新生児腸閉塞 除外：P76.-に分類される新生児腸閉塞 除外項目の削
除

×

K56.6 Other and unspecified intestinal
obstruction

K56.6 その他および詳細不明の腸閉塞 K56.6 その他および詳細不明の腸閉塞

Excludes:  other and unspecified neonatal
intestinal obstruction classifiable to P76.8,
P76.9

除外：P76.8,P76.9に分類される、その他
および詳細不明の新生児腸閉塞

除外項目の追
加

×

K62.8  Other specified diseases of anus and K62.8 肛門および直腸のその他の明示され
た疾患

K62.8 肛門および直腸のその他の明示され
た疾患

Perforation (nontraumatic) of rectum 直腸の（非外傷性）穿孔 直腸の（非外傷性）穿孔 包含項目の削
除

×

K63.5  Polyp of colon K63.5　結腸のポリープ 新規４桁コー
ド及び項目の
追加

○

Excludes :   adenomatous polyp of colon
(D12.6)

除外：結腸のアデノーマ（腺腫）性ポ
リープ（D12.6）

除外項目の追
加

×

polyposis of colon (D12.6) 結腸のポリープ症（D12.6） 除外項目の追
加

×

XI-004

XI-005

XI-006
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

XI-007 K75.4 Autoimmune hepatitis K75.4　自己免疫肝炎 新規４桁コー
ド並びに項目
の追加

○

L90.0  Lichen sclerosus et atrophicus L90.0　硬化萎縮性苔せん＜癬＞ L90.0　硬化萎縮性苔せん＜癬＞

Excludes :  lichen sclerosus of external
genital organs:

除外：外部生殖器の硬化萎縮症 除外項目の追
加

×

.female (N90.4) ・女性（N90.4） 除外項目の追
加

×

. male (N48.0) ・男性（N48.0） 除外項目の追
加

×

Diseases of the musculoskeletal system and
connective tissue (M00-M99)

筋骨格系および結合組織の疾患(M00-M99) 筋骨格系および結合組織の疾患(M00-M99)

Excludes:    certain disorders of the
temporomandibular joint (K07.6)

除外：顎関節障害（K07.6) 除外項目の追
加

×

M24.8       Other specific joint
derangements, not elsewhere classified

M24.8 その他の明示された関節障害，他に
分類されないもの

M24.8 その他の明示された関節障害，他に
分類されないもの

Irritable hip 過敏性股（関節) 過敏性股（関節)

XIII-
002

第ⅩⅡ章　皮膚及び皮下組織の疾患

XII-001

第ⅩⅢ章　筋骨格系及び結合組織の疾患

XIII-
001
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Excludes : that involving iliotibial band
syndrome (M76.3)

除外：腸脛靭帯症候群(M76.3)を含むもの 除外項目の追
加

×

XIII-
003

M51.1† Lumbar and other intervertebral
disc disorders with radiculopathy
(G55.1*)

M51.1†腰部およびその他の部位の椎間板障
害，神経根障害を伴うもの（G55.1*）

M51.1 腰部およびその他の部位の椎間板障
害，神経根障害を伴うもの

剣印及び参照
コードの追加

○

M62.2  Ischaemic infarction of muscle M62.2 筋の阻血性梗塞 M62.2 筋の阻血性梗塞

Compartment syndrome, non-traumatic コンパートメント＜筋区画＞症候群，非
外傷性

包含項目の追
加

×

Excludes : compartment syndrome,
traumatic (T79.6)

除外：コンパートメント＜筋区画＞症候
群，外傷性(T79.6)

除外：コンパートメント＜筋区画＞症候
群(T79.6)

除外項目の修
正

×

M72 Fibroblastic disorders M72 線維芽細胞性障害 M72 線維芽細胞性障害

M72.3  Nodular fasciitis M72.3　小結節性筋膜炎 M72.3　小結節性筋膜炎 ４桁コード並
びに項目の削
除

○

M72.4  Pseudosarcomatous fibromatosis M72.4　偽肉腫性線維腫症 M72.4　偽肉腫性線維腫症

Nodular fasciitis 小結節性筋膜炎 包含項目の追
加

×

M72.5  Fasciitis, not elsewhere classified M72.5　筋＜腱＞膜炎、他に分類されないも
の

M72.5　筋＜腱＞膜炎、他に分類されない
もの

４桁コード並
びに項目の削
除

○

Excludes:  fasciitis: 除外：筋膜炎： 除外：筋膜炎： 除外項目の削
除

×

XIII-
004

XIII-
005
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

 . diffuse (eosinophilic) (M35.4) ・びまん性（好酸球増加性）筋膜炎
（M35.4）

・びまん性（好酸球増加性）筋膜炎
（M35.4）

除外項目の削
除

×

. nodular (M72.3) ・小結節性筋膜炎（M72.3） ・小結節性筋膜炎（M72.3） 除外項目の削
除

×

. plantar (M72.2) ・足底腱膜炎（M72.2） ・足底腱膜炎（M72.2） 除外項目の削
除

×

M72.6 Necrotising fasciitis M72.6　壞死性筋＜腱＞膜炎 ４桁コード並
びに項目の追
加

○

Use additional code, if desired, to
identify infectious agent

感染病原体の分類が必要な場合は追加
コードを使用する

包含項目の追
加

×

M72.8  Other fibroblastic disorders M72.8　その他の線維芽細胞性障害 M72.8　その他の線維芽細胞性障害

Abscess of fascia 筋膜膿瘍 包含項目の追
加

×

Excludes:  fasciitis: 除外：筋＜腱＞膜炎： 除外項目の追
加

×

. diffuse (eosinophilic) (M35.4) ・びまん性（好酸球増加性）
（M35.4）

除外項目の追
加

×

. necrotizing (M72.6) ・壞死性（M72.6） 除外項目の追
加

×

. nodular (M72.4) ・小結節性（M72.4） 除外項目の追
加

×

. perirenal ・腎周性： 除外項目の追
加

×

 .NOS (N13.5) ・NOS（N13.5） 除外項目の追
加

×
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

.with infection (N13.6) ・感染を伴うもの（N13.6） 除外項目の追
加

×

. plantar (M72.2) ・足底（M72.2） 除外項目の追
加

×

M72.9  Fibroblastic disorder, unspecified M72.9　線維芽細胞性障害、詳細不明 M72.9　線維芽細胞性障害、詳細不明

Fasciitis NOS 筋＜腱＞膜炎 NOS 包含項目の追
加

×

Fibromatosis NOS 線維腫症 NOS 包含項目の追
加

×

N39.3 Stress incontinence N39.3 緊張性＜腹圧性＞尿失禁 N39.3 緊張性＜腹圧性＞尿失禁

Use additional code (N32.8), if desired, to
identify overactive bladder or destrusor
muscle hyperactivity

過剰活動の膀胱又は、排尿筋機能亢進を
特定する必要がある場合には、追加コー
ド（N32.8）を使用する

注の追加 ×

N39.4 Other specified urinary incontinence N39.4 その他の明示された尿失禁 N39.4 その他の明示された尿失禁

Use additional code (N32.8), if desired, to
identify overactive bladder or destrusor
muscle hyperactivity

過剰活動の膀胱又は、排尿筋機能亢進を
特定する必要がある場合には、追加コー
ド（N32.8）を使用する

注の追加 ×

N48.0  Leukoplakia of penis N48.0　陰茎の白斑症＜ロイコプラキー＞ N48.0　陰茎の白斑症＜ロイコプラキー＞

Balanitis xerotica obliterans 乾燥性閉塞性亀頭炎 包含項目の追
加

×

Kraurosis of penis 陰茎の萎縮症 陰茎の萎縮症

XIV-
001

XIV-
002

第ⅩⅣ章　尿路性器系の疾患
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

N48.6  Induratio penis plastica N48.6　陰茎海綿体硬化 N48.6　乾燥性閉塞性亀頭炎 ４桁項目名の
変更

○

Peyronie’s disease ペイロニー＜Peyronie＞病 包含項目の追
加

×

Plastic induration of penis 陰茎の海綿体硬化 陰茎の海綿体硬化

O16  Unspecified maternal hypertension O16　詳細不明の母体の高血圧（症） O16　詳細不明の母体の高血圧（症）

Transient hypertension of pregnancy 妊娠中の一過性高血圧（症） 妊娠中の一過性高血圧（症） 包含項目の削
除

×

O86 Other puerperal infections O86 その他の産じょく＜褥＞性感染症 O86 その他の産じょく＜褥＞性感染症

Use additional code (B95-B97), if desired,
to identify infectious agent.

感染病原体の分類が必要な場合は、追加
コード（B95-B97）を使用する

注の追加 ×

Excludes : infection during labour (O75.3) 除外：分娩における感染症(O75.3) 除外：分娩における感染症(O75.3)

Other obstetric conditions, not elsewhere
classified (O94-O99)

その他の産科的病態，他に分類されないも
の(O94-O99)

その他の産科的病態，他に分類されないも
の(O95-O99)

参照するコー
ドの変更

○

O94  Sequelae of complication of
pregnancy, childbirth and the puerperium

O94 妊娠，分娩及び産じょく＜褥＞の合併
症の続発・後遺症

新規３桁コー
ド及び項目の
追加

○

XV-002

XV-003

第ⅩⅤ章　妊娠、分娩及び産じょく＜褥＞

XV-001
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Note:This category is to be used for
morbidity coding only to indicate
conditions in categories O00 – O75 and
O85 – O92 as the cause of sequelae, which
are themselves classified elsewhere. The
‘sequelae’ include conditions specified as
such or as late effects, or those present one
year or more after the onset of the causal
condition.

注：このコードは、分類項目O00-O75およ
びO85-O92に分類される病態の続発・後遺
症を示すものとしてのみ使用されるべき
である。“続発・後遺症”とは，前述の
病態の後遺症と記載された病態または原
因病態の発生後１年以上経て生じる遅発
的な病態も含んでいる。

注の追加 ×

Excludes :    that resulting in death (O96,
O97)

除外：(O96,O97)による死亡 除外項目の追
加

×

P28.8  Other specified respiratory
conditions of newborn

P28.8 新生児のその他の明示された呼吸器
病態

P28.8 新生児のその他の明示された呼吸
器病態

Congenital (laryngeal) stridor NOS 先天性肺性（喉頭）喘鳴　NOS 包含項目の追
加

×

P29.3 Persistent fetal circulation P29.3　胎児循環持続 P29.3　胎児循環持続

(Persistent) Pulmonary hypertension of
newborn

新生児の肺性高血圧（症）持続＜遺残
＞

包含項目の追
加

×

P76 Other intestinal obstruction of
newborn

P76 新生児のその他の腸閉塞 P76 新生児のその他の腸閉塞

Excludes:  intestinal obstruction
classifiable to K56.-

除外：K56.-に分類される腸閉塞 除外：K56.-に分類される腸閉塞 除外項目の削
除

×

XVI-
002

XVI-
003

第ⅩⅥ章　周産期に発生した病態

XVI-
001
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

P76.8 Other specified intestinal
obstruction of newborn

P76.8 新生児のその他の明示された腸閉塞 P76.8 新生児のその他の明示された腸閉塞

Excludes :  intestinal obstruction
classifiable to K56.0-K56.5

除外：K56.0-K56.5に分類される腸閉塞 除外項目の追
加

×

P91Other disturbances of cerebral status
of newborn

P91 新生児の脳のその他の異常 P91 新生児の脳のその他の異常

P91.0 Neonatal cerebral ischaemia P91.0 新生児脳虚血 P91.0 新生児脳虚血

P91.1 Acquired periventricular cysts of
newborn

P91.1 新生児の後天性脳室周囲のう＜嚢＞
胞

P91.1 新生児の後天性脳室周囲のう＜嚢＞
胞

P91.2 Neonatal cerebral leukomalacia P91.2 新生児の脳白質軟化 P91.2 新生児の脳白質軟化

P91.3 Neonatal cerebral irritability P91.3 新生児の脳易刺激性 P91.3 新生児の脳易刺激性

P91.4 Neonatal cerebral depression P91.4 新生児の脳抑制 P91.4 新生児の脳抑制

P91.5 Neonatal coma P91.5 新生児昏睡 P91.5 新生児昏睡

P91.6 Hypoxic ischaemic encephalopathy
of newborn

P91.6 新生児の低酸素性虚血性脳症 新規４桁コー
ド及び項目の
追加

○

P91.8 Other specified disturbances of
cerebral status of newborn

P91.8 新生児の脳のその他の明示された異
常

P91.8 新生児の脳のその他の明示された異
常

P91.9 Disturbance of cerebral status of
newborn, unspecified

P91.9 新生児の脳の異常，詳細不明 P91.9 新生児の脳の異常，詳細不明

XVI-
004
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

XVII-
001

Q15.0  Congenital glaucoma Q15.0　先天（性）緑内障 Q15.0　先天（性）緑内障

Keratoglobus, congenital, with
glaucoma

球状角膜、先天性、緑内障を伴うもの 球状角膜、先天性 包含項目の修
正

×

Macrocornea with glaucoma 緑内障を伴う大角膜 包含項目の追
加

×

Megalocornea with glaucoma 緑内障を伴う巨大角膜 巨大角膜 包含項目の修
正

×

Q24.1  Laevocardia Q24.1　左胸心＜左心症＞ Q24.1　左胸心＜左心症＞

Note:  Location of heart in left
hemithorax with apex pointing to the
left, but with situs inversus of other
viscera and defects of the heart, or
corrected transposition of great vessels.

注：心尖を左指向として左半胸郭に心
臓が位置し、他の内蔵逆位及び心欠損
又は修正大血管転位を伴う

注の追加 ×

Q31  Congenital malformations of larynx Q31　喉頭の先天奇形 Q31　喉頭の先天奇形

Excludes: congenital laryngeal stridor
NOS (P28.8)

除外：先天性咽頭喘鳴NOS（P28.8） 除外項目の追
加

×

Q31.4  Congenital laryngeal stridor Q31.4　先天性咽頭喘鳴 Q31.4　先天性咽頭喘鳴 ４桁項目の削
除

○

Congenital stridor (larynx) NOS 先天性喘鳴（咽頭）NOS 先天性喘鳴（咽頭）NOS 包含の削除 ×

Q31.5  Congenital laryngomalacia Q31.5　先天性喉頭軟化症 ４桁項目の追
加

○

XVII-
002

XVII-
003

第ⅩⅦ章　先天奇形、変形及び染色体異常
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Cleft lip and cleft palate (Q35 – Q37) 唇裂および口蓋裂（Q35－Q37） 唇裂および口蓋裂（Q35－Q37）

Use additional code (Q30.2), if desired,
to identify associated malformations of
the nose

鼻の合併奇形を分類する必要がある場
合は、追加コード(Q30.2)を使用する。

注の追加 ×

Q35.0  Cleft hard palate, bilateral Q35.0　硬口蓋裂、両側性 Q35.0　硬口蓋裂、両側性 ４桁項目の削
除

○

Q35.1  Cleft hard palate, unilateral Q35.1　硬口蓋裂、一側性 Q35.1　硬口蓋裂、一側性 ４桁項目の修
正

○

Cleft hard palate NOS 硬口蓋裂　NOS 硬口蓋裂　NOS 包含項目の削
除

×

Q35.2  Cleft soft palate, bilateral Q35.2　軟口蓋裂、両側性 Q35.2　軟口蓋裂、両側性 ４桁項目の削
除

○

Q35.3 Cleft soft palate, unilateral Q35.3　軟口蓋裂、一側性 Q35.3　軟口蓋裂、一側性 ４桁項目の修
正

○

Cleft soft palate NOS 軟口蓋裂　NOS 軟口蓋裂　NOS 包含項目の削
除

×

Q35.4 Cleft hard palate with cleft soft
palate, bilateral

Q35.4　軟口蓋裂を伴う硬口蓋裂、両側性 Q35.4　軟口蓋裂を伴う硬口蓋裂、両側性 ４桁項目の削
除

○

Q35.5 Cleft hard palate with cleft soft
palate, unilateral

Q35.5　軟口蓋裂を伴う硬口蓋裂、一側性 Q35.5　軟口蓋裂を伴う硬口蓋裂、一側性 ４桁項目の修
正

○

Cleft hard palate with cleft soft palate
NOS

軟口蓋列を伴う硬口蓋裂　NOS 軟口蓋列を伴う硬口蓋裂　NOS 包含項目の削
除

×

Q35.6  Cleft palate, medial Q35.6　口蓋裂、内側 Q35.6　口蓋裂、内側 ４桁項目の削
除

○

Q35.8  Cleft palate, unspecified, bilateral Q35.8　口蓋裂、硬口蓋か軟口蓋か不明、両
側性

Q35.8　口蓋裂、硬口蓋か軟口蓋か不明、
両側性

４桁項目の削
除

○

XVII-
004

XVII-
005
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Q35.9 Cleft palate, unspecified, unilateral Q35.9　口蓋裂、硬口蓋か軟口蓋か不明、一
側性

Q35.9　口蓋裂、硬口蓋か軟口蓋か不明、
一側性

４桁項目の修
正

○

XVII-
006

Q36.1  Cleft lip, median Q36.1　唇裂、正中部 Q36.1　唇裂、内側 ４桁項目の修
正

○

Q37.0 Cleft hard palate with bilateral cleft
lip

Q37.0　両側性唇裂を伴う硬口蓋裂 Q37.0　唇裂を伴う硬口蓋裂、両側性 ４桁項目の修
正

○

Q37.1 Cleft hard palate with unilateral
cleft lip

Q37.1　一側性唇裂を伴う硬口蓋裂 Q37.1　唇裂を伴う硬口蓋裂、一側性 ４桁項目の修
正

○

Q37.2 Cleft soft palate with bilateral cleft
lip

Q37.2　両側性唇裂を伴う軟口蓋裂 Q37.2　唇裂を伴う軟口蓋裂、両側性 ４桁項目の修
正

○

Q37.3  Cleft soft palate with unilateral
cleft lip

Q37.3　一側性唇裂を伴う軟口蓋裂 Q37.3　唇裂を伴う軟口蓋裂、一側性 ４桁項目の修
正

○

Q37.4 Cleft hard and soft palate with
bilateral cleft lip

Q37.4　両側性唇裂を伴う硬および軟口蓋裂 Q37.4　唇裂を伴う硬および軟口蓋裂、両
側性

４桁項目の修
正

○

Q37.5 Cleft hard and soft palate with
unilateral cleft lip

Q37.5　一側性唇裂を伴う硬および軟口蓋裂 Q37.5　唇裂を伴う硬および軟口蓋裂、一
側性

４桁項目の修
正

○

Q37.8  Unspecified cleft palate with
bilateral cleft lip

Q37.8　両側性唇裂を伴う口蓋裂、硬口蓋か
軟口蓋か不明

Q37.8　唇裂を伴う口蓋裂、硬口蓋か軟口
蓋か不明、両側性

４桁項目の修
正

○

Q37.9  Unspecified cleft palate with
unilateral cleft lip

Q37.9　一側性唇裂を伴う口蓋裂、硬口蓋か
軟口蓋か不明

Q37.9　唇裂を伴う口蓋裂、硬口蓋か軟口
蓋か不明、一側性

４桁項目の修
正

○

Q61.1  Polycystic kidney, autosomal
recessive

Q61.1　（多）のう＜嚢＞胞腎、常染色体劣
性

Q61.1　（多）のう＜嚢＞胞腎、（乳）幼
児型

４桁項目の修
正

○

XVII-
007

XVII-
008
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Polycystic kidney, infantile type （多）のう＜嚢＞胞腎、（乳）幼児型 包含項目の追
加

×

Q61.2  Polycystic kidney, autosomal
dominant

Q61.2 （多）のう＜嚢＞胞腎、常染色体優
性

Q61.2 （多）のう＜嚢＞胞腎、成人型 ４桁項目の修
正

○

Polycystic kidney, adult type （多）のう＜嚢＞胞腎、成人型 包含項目の追
加

×

Q75.4  Mandibulofacial dysostosis Q75.4　下顎顔面異骨症 Q75.4　下顎顔面異骨症

Syndrome: 症候群： 包含項目の追
加

×

. Franceschetti ・フランチェスケッティ＜
Franceschetti＞

包含項目の追
加

×

. Treacher Collins ・トリーチャー・コリンズ＜Treacher
Collins＞

包含項目の追
加

×

Q87.0 Congenital malformation
syndromes predominantly affecting facial
appearance

Q87.0 先天奇形症候群、主として顔貌異常
を伴うもの

Q87.0 先天奇形症候群、主として顔貌に
影響するもの

告示項目の修
正

Syndrome: 症候群： 症候群：

. Treacher Collins トリーチャー・コリンズ トリーチャー・コリンズ 包含項目の削
除

×

Q89.3  Situs inversus Q89.3　内臓逆位 Q89.3　内臓逆位

Excludes: dextrocardia NOS (Q24.0) 除外：右胸心＜右心症＞　NOS
（Q24.0）

除外：右胸心＜右心症＞　NOS
（Q24.0）

laevocardia (Q24.1) 左胸心＜左心症＞（Q24.1） 除外項目の追
加

×

XVII-
009

XVII-
010
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Q93.5 Other deletions of part of a
chromosome

Q93.5　その他の染色体部分欠失 Q93.5　その他の染色体部分欠失

Angelman syndrome エンジェルマン＜Angelman＞症候群 包含項目の追
加

×

R00.0 Tachycardia, unspecified R00.0 頻脈，詳細不明 R00.0 頻脈，詳細不明

Tachycardia: 頻脈： 包含項目の追
加

×

. sinoauricular NOS ・洞心耳性 NOS 包含項目の追
加

×

. sinus [sinusal] NOS ・洞[洞性] NOS 包含項目の追
加

×

R00.1 Bradycardia, unspecified R00.1 徐脈，詳細不明 R00.1 徐脈，詳細不明

Bradycardia: 徐脈： 包含項目の追
加

×

. sinoatrial ・洞心耳性 NOS 包含項目の追
加

×

. sinus ・洞[洞性] NOS 包含項目の追
加

×

. vagal ・迷走神経性 包含項目の追
加

×

R06.1  Stridor R06.1　喘鳴＜Stridor＞ R06.1　喘鳴＜Stridor＞

Excludes :   congenital laryngeal stridor
(P28.8)

除外：先天性咽頭喘鳴（P28.8） 除外：　先天性咽頭喘鳴（Q31.4） 参照コードの
修正

×

R45.8  Other symptoms and signs
involving emotional state

R45.8 情緒状態に関するその他の症状およ
び徴候

R45.8 情緒状態に関するその他の症状お
よび徴候

XVIII-
003

XVII-
011

第ⅩⅧ章　症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの

XVIII-
001

XVIII-
002
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Suicidal ideation (tendencies) 自殺観念（傾向） 包含項目の追
加

×

Excludes:   suicidal ideation
constituting part of a mental disorder
(F00-F99)

除外：部分的に精神障害の構成要素と
なる自殺観念（F00-F99）

除外項目の追
加

×

Injury, poisoning and certain other
consequences of external causes (S00-T98)

損傷、中毒およびその他の外因の影響
（S00-T98）

損傷、中毒およびその他の外因の影響
（S00-T98）

Dislocation, sprain and strain including: 脱臼、捻挫およびストレイン、下記を含
む：

脱臼、捻挫およびストレイン、下記を含
む：

laceration of cartilage 　裂傷 　裂傷

 sprain joint (capsule) 　捻挫　　　　軟骨および関節（包） 　捻挫　　　　関節（包）および靱帯 包含項目の修
正

×

Injury to muscle, fascia and tendon including: 筋、筋膜および腱の損傷、下記を含む： 筋および腱の損傷、下記を含む：

Avulsion cut of muscle, fascia and tendon
laceration

筋（肉）、筋膜および腱 筋（肉）および腱 包含項目の追
加

×

XIX-
002

S05.9  Injury of eye and orbit, part
unspecified

S05.9  眼球および眼窩の損傷，詳細不明 S05.9  眼球および眼窩の損傷，部位不明 ４桁項目名の
修正

○

XIX-
003

S37 Injury of urinary and pelvic organs S37　泌尿器および骨盤臓器の損傷 S37　骨盤臓器の損傷 ３桁項目名の
修正

○

S43.4  Sprain and strain of shoulder joint S43.4　肩関節の捻挫およびストレイン S43.4　肩関節の捻挫およびストレイン

XIX-
001

第ⅩⅨ章　損傷、中毒およびその他の外因の影響

XIX-
004
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Rotator cuff (capsule) 肩（回旋筋）腱板（包） 肩（回旋筋）腱板（包） （）の削除 ×

S76.1  Injury of quadriceps muscle and
tendon

S76.1　大腿四頭筋および腱の損傷 S76.1　大腿四頭筋および腱の損傷

Patellar ligament (tendon) 膝蓋靭帯 包含項目の追
加

×

S83.6  Sprain and strain of other and
unspecified parts of knee

S83.6 膝のその他および部位不明の捻挫お
よびストレイン

S83.6 膝のその他および部位不明の捻挫
およびストレイン

Patellar ligament 膝蓋靭帯 膝蓋靭帯 包含項目の削
除

×

Excludes:  sprain of patellar ligament
(S76.1)

除外：膝蓋靭帯の捻挫（S76.1） 除外項目の追
加

×

S86 Injury of muscle and tendon at lower
leg level

S86　下腿の筋および腱の損傷 S86　下腿の筋および腱の損傷

Excludes:  injury of: muscle and tendon
at or below ankle (S96.-)

除外：下記の損傷： 除外：足首または足の筋および腱の損
傷（S96.-）

除外項目の修
正

×

muscle and tendon at or below ankle
(S96.-)

足首または足の筋および腱（S96.-） 除外項目の追
加

×

patellar ligament (S76.1) 膝蓋靱帯(S76.1) 除外項目の追
加

×

Poisoning by drugs, medicaments and
biological substances (T36-T50)

薬物，薬剤および生物学的製剤による中毒
(T36-T50)

薬物，薬剤および生物学的製剤による中毒
(T36-T50)

Excludes:  drug dependence and related
mental and behavioural disorders due  to
pscyhoactive substance use (F10-F19)
intoxication meaning inebriation (F10-
F19)

除外：精神作用物質の使用による薬物依
存および関連する精神および行動の障害
(F10-F19)

除外：精神作用物質の使用による薬物依
存および関連する精神および行動の障害
(F10-F19)

除外項目の削
除

×

XIX-
005

XIX-
006

XIX-
007
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

intoxication meaning inebriation
(F10-F19)

　　　酩酊による中毒(F10-F19) 除外項目の追
加

×

T40 Poisoning by narcotics and psychodysleT40　麻薬および精神変容薬[幻覚発現薬]に
よる中毒

T40　麻薬および精神変容薬[幻覚発現薬]
による中毒

Excludes :   drug dependence and related
mental and behavioural disorders due to
pscyhoactive substance use (F10-F19)

除外：精神作用物質の使用による薬物依
存および関連する精神および行動の障害
(F10-F19)

除外：精神作用物質の使用による薬物依
存および関連する精神および行動の障害
(F10-F19)

除外項目の削
除

×

intoxication meaning inebriation
(F10-F19)

　　　酩酊による中毒(F10-F19) 除外項目の追
加

×

T42 Poisoning by antiepileptic, sedative-
hypnotic and antiparkinsonism drugs

T42　抗てんかん薬，鎮静，催眠薬および抗
パーキンソン病薬による中毒

T42　抗てんかん薬，鎮静，催眠薬および
抗パーキンソン病薬による中毒

Excludes:   drug dependence and related
mental and behavioural disorders due to
pscyhoactive substance use (F10-F19)

除外：精神作用物質の使用による薬物依
存および関連する精神および行動の障害
(F10-F19)

除外：精神作用物質の使用による薬物依
存および関連する精神および行動の障害
(F10-F19)

除外項目の削
除

×

intoxication meaning inebriation
(F10-F19)

　　　酩酊による中毒(F10-F19) 除外項目の追
加

×

T43 Poisoning by psychotropic drugs, not
elsewhere classified

T43　向精神薬による中毒，他に分類されな
いもの

T43　向精神薬による中毒，他に分類され
ないもの

Excludes:   drug dependence and related
mental and behavioural disorders due to
pscyhoactive substance use (F10-F19)

除外：精神作用物質の使用による薬物依
存および関連する精神および行動の障害
(F10-F19)

除外：精神作用物質の使用による薬物依
存および関連する精神および行動の障害
(F10-F19)

除外項目の削
除

×

XIX-
008
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の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

intoxication meaning inebriation
(F10-F19)

　　　酩酊による中毒(F10-F19) 除外項目の追
加

×

T44.5 Predominantly b-adrenoreceptor
agonists, not elsewhere classified

T44.5　ベータアドレナリン受容体作動性を
主とする薬，他に分類されないもの

T44.5　ベータアドレナリン受容体作動性
を主とする薬，他に分類されないもの

Excludes:  salbutamol b-adrenoreceptor
agonists used in asthma therapy (T48.6)

除外：サルブタモール 喘息治療に使用さ
れているベータアドレナリン受容体作動
薬 (T48.6)

除外：サルブタモール (T48.6) 除外項目の修
正

×

T48.6 Antiasthmatics, not elsewhere classifi T48.6　抗喘息薬，他に分類されないもの T48.6　抗喘息薬，他に分類されないもの

b-adrenoreceptor agonists used in asthma
therapy

喘息治療に使用されているベータアドレ
ナリン受容体作動薬

包含項目の追
加

×

Excludes:  b-adrenoreceptor agonists not
used in asthma therapy  (T44.5)

除外：喘息治療に使用されないベータア
ドレナリン受容体作動薬 (T44.5)

除外：ベータアドレナリン受容体作動薬
(T44.5)

除外項目の修
正

×

Place of occurrence code 発生場所コード 発生場所コード

The following fourth-character
subdivisions categories are provided for to
be used as separate variables in addition to
with ICD categories W00-Y34 except
Y06.- and Y07.- to identify the place of
occurrence of the external cause where
relevant:

下記の４桁細分類項目分類項目は、外因の
発生した場所を表示するために、Y06.-およ
びY07.-を除くICD項目W00-Y34に加えて、別
の変異として使用するためのものである。

下記の４桁細分類項目は、外因の発生した
場所を表示するために、Y06.-およびY07.-
を除く項目W00-Y34に使用する：

注の修正 ×

XIX-
009

第ⅩⅩ章　傷病および死亡の外因

XX-001
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の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

*Note: It was decided at the 2003 meeting
in Cologne that the place of occurrence
code should be separated from the three-
character Chapter XX code. However for
technical reasons, the actual changes will
not be made an implemented until such
time as an electronic version of ICD-10 is
available.

*注：　2003年ケルン会議において、発生場
所コードは3桁の20章コードと分けるべきで
あると決議された。しかしながら技術的な
理由により、実際の変更はICD-10の電子版
が利用可能になる時まで実施されない。

Activity code 活動コード 活動コード

The following subclassification  categories
is are provided for optionalto be used in a
supplementary character position with as
separate variables in addition to ICD
categories V01-Y34 to indicate the activity
of the injured person at the time the event
occurred.  This subclassification
supplementary classification should not be
confused with, or be used instead of, the
recommended fourth-character
subdivisions categories  provided to
indicate the place of occurrence of events
classifiable to W00-Y34.

下記の細分類項目分類項目は、ICD項目は事
件が起きたときの受傷者の活動を示すため
にV01-Y34の項目に加えて、別の事象とし
て、補足する意味で任意に使用するための
ものである。
この細分類項目補足分類は、W00-Y34に分類
される事件の発生場所を示す勧告された4桁
細分類項目分類項目と混同したり、または
代わりに使用したりしてはならない。

下記の細分類項目は事件が起きたときの受
傷者の活動を示すためにV01-Y34の項目を
補足する意味で任意に使用するためのもの
である。
この細分類項目は、W00-Y34に分類される
事件の発生場所を示す勧告された4桁細分
類項目と混同したり、または代わりに使用
したりしてはならない。

注の修正 ×

XX-002
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の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

*Note: It was decided at the 2003 meeting
in Cologne that the place of occurrence
code should be separated from the three-
character Chapter XX code. However for
technical reasons, the actual changes will
not be made an implemented until such
time as an electronic version of ICD-10 is
available.

*注：　2003年ケルン会議において、活動
コードは3桁の20章コードと分けるべきであ
ると決議された。しかしながら技術的な理
由により、実際の変更はICD-10の電子版が
利用可能になる時まで実施されない。

Transport accidents (V01-V99) 交通事故(V01-V99) 交通事故(V01-V99)

Note:  This section is structured in 12
groups.  Those relating to land transport
accidents (V01-V89) reflect the victim’s
mode of transport and are subdivided to
identify the victim’s “counterpart” or the
type of event.  The vehicle of which the
injured person is an occupant is identified
in the first two characters since it is seen as
the most important factor to identify for
prevention purposes.

注：　本節は12の群からなる。陸上交通
事故に関連したもの(V01-V89)は、受傷者
移動手段を示し、それは受傷者の“相手
方”あるいは事故の型によって細分類さ
れている。受傷者の乗っていた交通機関
は最初の2桁で示されている。これは交通
機関を同定することが事故防止の点から
みてもっとも重要な因子と思われるから
である。

注：　本節は12の群からなる。陸上交通
事故に関連したもの(V01-V89)は、受傷
者移動手段を示し、それは受傷者の“相
手方”あるいは事故の型によって細分類
されている。受傷者の乗っていた交通機
関は最初の2桁で示されている。これは
交通機関を同定することが事故防止の点
からみてもっとも重要な因子と思われる
からである。

Excludes:   accidents to persons engaged
in the maintenance or repair of transport
equipment or vehicle not in motion  not on
a public highway (W00-X59)

除外：動いておらず、公道高速道路上に
ない輸送機器もしくは車両の整備または
修理に従事する者の事故(W00-X59)

除外項目の追
加

×

XX-003
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の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

assault by crashing of motor vehicle (Y03.-
)

モーター車両の衝突による加害にもとづ
く傷害および死亡(Y03.－)

モーター車両の衝突による加害にもとづ
く傷害および死亡(Y03.－)

event of undetermined intent (Y32-Y33) 不慮か故意かの決定されない事件(Y32－
Y33)

不慮か故意かの決定されない事件(Y32－
Y33)

intentional self-harm (X82-X83) 故意の自傷(X82－X83) 故意の自傷(X82－X83)

transport accidents due to cataclysm (X34-
X38)

天災による交通事故(X34－X38) 天災による交通事故(X34－X38)

(n) A car [automobile]  is a four-wheeled
motor vehicle designed primarily for carrying
up to 10 persons.

(n)　乗用車とは、本来10人以内の人を輸送
するために設計された四輪のモーター車両
をいう。

(n)　乗用車とは、本来10人以内の人を輸
送するために設計された四輪のモーター車
両をいう。

Includes : minibus 包含：ミニバス 包含：ミニバス

(o) A motor  vehicle  or vehicle  may refer to
various transport vehicles.  The local usage of
the terms should be established to determine
the appropriate code.  If the terms are used
ambiguously, use the code for “unspecified.”

(o)　モーター車両または車両には多様な輸
送車両が当てはまる。車両用語の国内使用
については、適切なコードを決定し、確定
すべきである。用語が曖昧に使用された場
合、「詳細不明」のコードを使用するこ
と。

定義の追加 ×

(op) A pick-up truck  or van  is a four- or six-
wheeled motor vehicle designed primarily for
carrying property, weighing less than the
local limit for classification as a heavy goods
vehicle, and not requiring a special driver’s
license.

(op)　軽トラックまたはバンとは、本来、
物を輸送する目的で設計された四輪または
六輪のモーター車両で、その地域の大型貨
物車の基準より軽く、特別な運転資格を要
しないものをいう。

(o)　軽トラックまたはバンとは、本来、
物を輸送する目的で設計された四輪または
六輪のモーター車両で、その地域の大型貨
物車の基準より軽く、特別な運転資格を要
しないものをいう。

定義の項目番
号の変更

×

XX-004
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Succeeding notes would be renumbered
(o)(p)～(y)(z)

次の注記は番号を付け直される。(o)(p)～
(y)(z)

次の注記は番号を付け直される。(o)～(y) 定義の項目番
号の変更

×

XX-005 X25 Contact with other specified
venomous arthropods

X25 その他の明示された有害節足動物との
接触

X25 その他の明示された有害節足動物との
接触

３桁項目名の
修正

○

X39   Exposure to other and unspecified
forces of nature

X39 その他および詳細不明の自然の力への
暴露

X39 その他および詳細不明の自然の力への
暴露

Includes : natural radiation NOS 包含：自然放射線 NOS 包含：自然放射線 NOS

tidal wave NOS 大波 NOS 大波 NOS

Excludes : exposure NOS (X59.9-) 除外：暴露 NOS (X59.9) 除外：暴露 NOS (X59.-) 参照コードの
修正

×

Accidental poisoning by and exposure to
noxious substances (X40-X49)

有害物質による不慮の中毒および有害物質
への暴露（X40-X49)

有害物質による不慮の中毒および有害物質
への暴露（X40-X49)

[See pages 1013-1017 for fourth-character
subdivisions]

[４桁細分類項目は889～892(日本語版）
ページを参照]

[４桁細分類項目は889～892(日本語版）
ページを参照]

Includes:  …. 包含： 包含：

(self-inflicted) poisoning, when not
specified whether accidental  or with intent
to harm. Follow legal rulings when
available (See note p1095)

（自為的）　事故によるか、故意による
か明示されない中毒。利用可能な場合、
法的規則に従うこと（日本語版962頁の注
記参照）。

事故によるか、故意によるか明示されな
い中毒

包含項目の修
正

×

Event of undetermined intent(Y10-Y34) 不慮か故意か決定されない事件（Y10－
Y34）

不慮か故意か決定されない事件（Y10－
Y34）

XX-006

XX-007

XX-008
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の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

[See pages 1013-1017 for fourth-character
subdivisions]

［4桁細分類項目は（日本語版）889～892
ページを参照］

［4桁細分類項目は（日本語版）889～892
ページを参照］

Note: This section covers events where
available information is insufficient to
enable a medical or legal authority to make
a distinction between accident, self-harm
or assault. It includes self- inflicted
injuries, but not poisoning, when not
specified as accidental or with intent to
harm (X40-X49). Follow legal rulings
when available.

注：　本項目は、有効な情報が少ないの
で、医学または司法当局の調査によって
不慮の事故か自為的なものか、他人の加
害によるものかが決定されなかった事件
について使用するものである。本項目に
は、不慮の事故か意図されたものかが明
示されていない場合、自傷は含まれる
が、自為的な中毒は含まれない(X40-
X49)。利用可能な場合、法的規則に従う
こと。

注：　本項目は、有効な情報が少ないの
で、医学または司法当局の調査によって
不慮の事故か自為的なものか、他人の加
害によるものかが決定されなかった事件
について使用するものである。本項目に
は、不慮の事故か意図されたものかが明
示されていない場合、自傷は含まれる
が、自為的な中毒は含まれない。

注の修正 ×

Y35 Legal intervention Y35　法的介入 Y35　法的介入

Includes :  injuries inflicted by the police
or other law-enforcing agents, including
military on duty, in the course of arresting
or  attempting to arrest lawbreakers,
suppressing disturbances, maintaining
order, and other legal action.

包含：違法者の逮捕または逮捕の企て、
騒動の鎮圧、命令および他の法的行為の
維持の過程において、勤務中の軍隊、警
察または他の法施行機関により受けた損
傷。

包含の追加 ×

Exposure to electric current, radiation and
extreme ambient air temperature and
pressure (W85-W99)

電流、放射線ならびに極端な気温および気
圧への曝露（W85-W99）

電流、放射線ならびに極端な気温および気
圧への曝露（W85-W99）

XX-009

XX-010
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の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Excludes : abnormal reaction to a
complication of treatment, without
mention of misadventure (Y84.2)

除外：事故の記載がない、治療の合併
症に対する異常反応（Y84.2）

除外項目の追
加

×

misadventure to patient in surgical
and medical procedures (Y63.2-
Y63.5)

外科的および内科的処置における患者
への事故（Y63.2-Y63.5）

除外項目の追
加

×

Z52.0  Blood donor Z52.0　血液提供者＜ドナー＞ Z52.0　血液提供者＜ドナー＞

Includes:   blood components such as
lymphocytes, platelets or stem cells

包含：リンパ球、血小板、および幹細
胞などの血液成分

包含項目の追
加

×

XXI-
002

Z52.6  Liver donor Z52.6　肝臓提供者＜ドナー＞ 新規４桁項目
の追加

○

XXI-
003

Z52.7 Heart donor Z52.7　心臓提供者＜ドナー＞ 新規４桁項目
の追加

○

Z87.8 Personal history of other specified
conditions

Z87.8　その他の明示された病態の既往歴 Z87.8　その他の明示された病態の既往歴

Conditions classifiable to S00-T98 S00―T98に分類される病態 S00―T98に分類される病態

Excludes:    personal history of self harm
(Z91.5)

除外：自傷の既往歴（Z91.5） 除外項目の追
加

×

第ⅩⅩⅠ章　健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用

XXI-
001

XXI-
004
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No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Chapter XXII  Codes for special purposes
(U00-U99)

第XXII章　特殊コード(U00-U99) 新規章及び項
目の追加

○

This chapter contains the following block: 本章には、次のブロックを含む。 項目の追加 ×

U00-U49 Provisional assignment of new
diseases of uncertain etiology

U00-U49　不確実な病因による新疾患の暫定
的割当

コード及び項
目の追加

○

Provisional assignment of new diseases of
uncertain etiology (U00-49)

不確実な病因による新疾患の暫定的割当
(U00-49)

コード及び項
目の追加

○

U04 Severe acute respiratory syndrome
[SARS]

U04　重症急性呼吸器症候群[SARS] コード及び項
目の追加

○

U04.9 Severe acute respiratory syndrome
[SARS], unspecified

U04.9　重症急性呼吸器症候群[SARS]、詳
細不明

コード及び項
目の追加

○

Bacterial agents resistant to antibiotics
(U80-U89)

抗生物質に耐性の細菌性病原体(U80-U89 コード及び項
目の追加

○

Note: These categories should never be
used in primary coding. They are
provided for use as supplementary or
additional codes when it is desired to
identify the antibiotic to which a
bacterial agent is resistant, in bacterial
infection classified elsewhere

注：　本分類項目は主要なコード付けに
おいて使用されるべきではない。本分類
は、その他に分類されている細菌性感染
において、細菌性病原体が耐性の抗生物
質を特定したい場合、補足または追加の
コードとして使用するためのものであ
る。

注の追加 ×

XXII-
001

第ⅩⅩⅡ章　特殊コード

第XXII章は新規追加

47 / 49 ページ



告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

U80 Agent resistant to penicillin and
related antibiotics

U80　ペニシリンおよび関連抗生物質に耐性
の病原体

コード及び項
目の追加

○

U80.0 Penicillin resistant agent U80.0　ペニシリン耐性の病原体 コード及び項
目の追加

○

U80.1 Methicillin resistant agent U80.1　メチシリン耐性の病原体 コード及び項
目の追加

○

U80.8 Agent resistant to other penicillin-
related antibiotic

U80.8　他のペニシリン関連抗生物質に耐性
の病原体

コード及び項
目の追加

○

U81 Agent resistant to vancomycin and
related antibiotics

U81　バンコマイシンおよび関連抗生物質に
耐性の病原体

コード及び項
目の追加

○

U81.0 Vancomycin resistant agent U81.0　バンコマイシン耐性の病原体 コード及び項
目の追加

○

U81.8 Agent resistant to other
vancomycin-related antibiotic

U81.8　他のバンコマイシン関連抗生物質に
耐性の病原体

コード及び項
目の追加

○

U88 Agent resistant to multiple antibiotics U88　複数の抗生物質に耐性の病原体 コード及び項
目の追加

○
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告示改正
の要否

No.
（章－
番号）

現　　　　　　　　　　　　　行 改正の種類W　H　O　勧　　告 日　本　適　用　案

Note: This category is provided for use
when a bacterial agent is resistant to two
or more antibiotics but there is
insufficient detail to determine which
antibiotic is contributing most to the
“main condition”. It should also be used
for primary tabulation purposes when it
is more convenient to record a single
code; otherwise each specific antibiotic-
resistant agent should be coded
separately.

注：　本分類項目は、細菌性病原体が２
つ以上の抗生物質に対して耐性のある場
合に使用するためのものであるが、どの
抗生物質が「主要病態」に最も寄与して
いるのかを決定するには詳細が不十分で
ある。本分類項目はまた、単一のコード
を示すのがより便利な場合に、主要内容
例示表に使用されるべきであるが、その
ように使用しないのであれば、明示され
た抗生物質耐性病原体には、別にコード
を付けるべきである。

注の追加 ×

U89 Agent resistant to other and
unspecified antibiotics

U89　他の抗生物質および詳細不明の抗生物
質に耐性の病原体

コード及び項
目の追加

○

U89.8 Agent resistant to other single
specified antibiotic

U89.8　他の明示された単一抗生物質に耐性
の病原体

コード及び項
目の追加

○

U89.9 Agent resistant to unspecified
antibiotic

U89.9　詳細不明の抗生物質に耐性の病原体 コード及び項
目の追加

○
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